
兵庫県喘息死ゼロ作戦 
阪神北地域 2011年活動内容 

世話人：市立伊丹病院 

             閔 庚燁 
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ゼロネット幹事会 合意事項 

 一般目標 

  高齢者では喘息・COPDを一体化した“閉塞性肺疾患”として患者を捉えることを
基礎に患者の状態をモニターできるシステムを稼働させること 
 

 阪神北医療圏(宝塚、伊丹、川西、猪名川町の3市1町)では、各医師会・薬剤師
会・保健所のご協力を得て幹事会を立ち上げました(名称：ゼロネット)。既に4回
開催し以下の点で合意しています。 

 

1、吸入治療という他の分野では行われない施療を、患者さん達が自ら実施しなけれ
ば、十分な喘息死の予防対策が進まないこと。 

2、吸入療法という施療が、喘息治療の中で機能し定着するためには、薬剤師と医師
が連携して支援に当たらなければならないこと。 

3、吸入療法に医師・薬剤師がともに慣れ親しんで、患者さんの支援にあたれるような
環境をゼロネットが整備すること。 

4、吸入療法が機能し定着するための支援ツールをゼロネットが作成すること。 
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ゼロネットでの企画 
ゼロネット幹事会 
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企画 

１．ゼロネットノート作製と配布 

２．ゼロネット活動の広報 

３．教育プログラムの実施 

  （吸入指導の方法の標準化） 
４．認証薬局の公示 
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ゼロネットノートの構成 

ＣＡＴ問診票(QOL) 

ＦＳＳＧ問診票(GERDの評価) 

喘息とはどんな病気？ 

ゼロネットノートの使用方法 P.1-P.2 

P.3-P.10 (4回分) 

経過表記入欄 

P.11-P.12  

P.13 



評価項目 評価値 

用法用量を理解している できる（ 0  1 2 3 4 5 ）できない 

薬効を理解している できる（ 0  1 2 3 4 5 ）できない 

副作用を理解している          できる（ 0  1 2 3 4 5 ）できない 

吸入手技ができる できる（ 0  1 2 3 4 5 ）できない 

吸入前の息はき  できる（ 0  1 2 3 4 5 ）できない 

吸入(十分な吸入流速)  できる（ 0  1 2 3 4 5 ）できない 

吸入後の息止め できる（ 0  1 2 3 4 5 ）できない 

発作時の対応ができる できる（ 0  1 2 3 4 5 ）できない 

コンプライアンス評価      点/40 

症状がよくなってきている 感じる（ 0  1 2 3 4 5 ）感じない 

吸入薬を継続しようと思う 思う （ 0  1 2 3 4 5 ）思わない 

アドヒアランス評価 点/10 

実際の吸入指導の際は、各吸入薬の注意項目を基本にして、 

簡易評価表を用いて評価を行います。 

  吸入手技に関して   AD/CO点数 



問診票記入例  

(患者さんが記入) 

経過表記入欄 

(医師・薬剤師が記入) 
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ゼロネットノートの構成 


